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論文内 容の要 1::. 国
茂
悪性リンパ腫及び白血病の発生起原については多中心性発生説と単中心性発生説が仮定され得る。
吾々は一応対立仮説として単中心性発生説の立場から人休剖検材料を再検討して来たロ又腫場細胞に
分裂増殖の過程にある陽性寿命と分裂後成熟死滅に至る陰性寿命の 2 種類を設定した。今回私は多数
の剖検材料を用いてこの陰性寿命にある腫蕩細胞を細胞機能としての脂質蓄積と脂肪変性の両面から
追求し白血病及び類縁疾患病巣の新旧の判断の資料を求めんとした以外に併せて之等腫場性格として
のズダン染色に対する態度を検討した口
〔方法及び材料〕
悪性リンパ腫及び白血病80例のホ jレマリン固定古IJ検材料につき各例の全身リンパ節及びリンパ組織
の大きさを表現し又夫々のリンパ節相互間の癒合状態や固定後の割面の色調について肉眼的に観察し
組織所見との対比を行なった。更にリンパ節のゼラチン包埋凍結切片或いはカーボワックス切片のズ
ダン町染色標本を作成し腫場細胞のズダン陽性例につき各種脂質染色及び PAS 染色を施して検討し
之等とパラフィン切片 HematoxylirトEosin 染色標本の組織学的所見との比較を行なった。被検索リン
パ節は深在リンパ節として気管側，縦隔?同，腸間膜，大動脈周囲リンパ節を，浅在リンパ節として頚
部，肢嵩，鎖骨宿，そけい，腸骨動脈周囲リンパ節である口尚その内リンパ節内腫湯細胞にズダン陽
性頼粒を認める症例ではそれ以外に肝， I同l ，腎，骨髄についても検索したロズダン陽性頼粒について
はその願粒の量及び形態から型分類を行ない一つのリンパ節内に於いてズダン陽性腫虜細胞の全腫蕩
細胞に対する比率を算定した。その他同時にその支持組織として増生している細網細胞乃至は元のリ
ンパ節組織の納網細胞のズダン染色性についても観察検討した口対照としては非腫場症例リンパ節及
び癌転移のあるリンパ節合計20例について検索しリンパ節内ズダン陽性物質の分布について観察を行
-109-
なった。
〔成績及び考按)
( 1 ) ズダン陽性症例は80例中ほぼ半数に認められ，ホジキン病 (HD) ，細網肉腫 (RS) 及びリ
ンパ肉腫 (LS) ・の悪性リンパ腫に陽性例が多く白血病には陽性例は少ない。又HD と RS のズダン陽
性腫場細胞は生理的な喰細胞に類似している所見がある白特に RS のズダン強陽性例ではこの傾向が
強くズダン染色の形態より系統的類脂質症様所見もあった。ズダン陽性 LS とリンパ性白血病の腫湯
細胞は生理的なリンパ球系細胞が常にズダン陰性であるのと対照的である。骨髄性白血病細胞にも生
理的頼粒のものと異なるズダン陽性物質を少数例に於いて認めた。従って悪性リンパ腫はズダン染色
により陽性例と陰性例に類別され，特に RS と LS に於いてその差が顕著である。
( 2 ) ズダン陽性悪性淋巴腫腫蕩細胞の比率は身体各部位によって差を示すものがあり，推測され
る原発巣に近い程その比率が高いものが数例あったが，この場合リンパ節以外の諸臓器に校潤した腫
湯細胞や比較的新しいと思える増殖巣にズダン陽性が少ない事が認められた口
( 3 ) 固定リンパ組織の肉眼的色調は種々であるが黄色調は脂肪の量と関係があり，主として壊死
巣の遊離脂肪滴と周囲細網細胞乃至喰細胞内脂肪頼粒によるものである事を示した。その他LS リン
パ性白血病及び骨髄性白血病例の腫摺期リンパ節内には支持組織として増生した細網細胞がズダン陽
性和粒を合んで腫場組織内に散在し星空状の形態を示す形式のものもみられた口
〔総括〕
一)悪性リンパ腫及び白血病はズダン染色によってズダン陽性症例とズダン陰性症例に類別され，
一般的には LS と RS に於いて顕著である口
二)ズダン陽性腫場細胞の比率が推測される古い病巣に近い程高い症例が数例あり腫場組織の新旧
と脂肪変性の関連性を示唆する口
三)腫場細胞の検索と並行して反応性間質組織の脂質染色の態度を類型化した。
論文の審査結果の要旨
告IJ検による悪性リンパ腫及び白血病組織の系統的な検索が加えられた口然も岡野教授の指導下に於
て，悪性リンパ腫及び白血病組織の発生起原について，独自の腫湯細胞寿命を想定し，それに沿って
研究が行なわれたことが注目に値する。岡野が以前から唱えている腫湯細胞の 2 つの過程は，分裂増
殖してゆく陽性細胞寿命と，分裂後成熟死滅に至る陰性細胞寿命とである。岡田は，本検索によっ
て，腫場細胞内脂肪頼粒には，これ等 2 つの細胞寿命と関連性のあることを指摘した。即ち，第 l 型
として，陰性寿命細胞内に脂肪頼粒が認められる場合で，この型では，ズダン好性腫蕩細胞の分布が
推測される旧い腫虜組織に近い程多いことを観察しているが，こういう観点から観察研究された仕事
は今迄lこない。第 2 型として，陽性寿命細胞内に脂肪頼粒が認められる場合で，核分裂中の悪性リン
パ腫細胞内に脂肪頼粒を認めており，今迄に殆んど報告されていない観察である。
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